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ふたば未来学園高等学校の挑戦 

平成２８年２月９日 

福島県立ふたば未来学園高等学校 

保護者の皆様、地域の皆様をはじめ、国、県、市町村、ふたばの教育復興応援団など関係

機関のご支援に厚く御礼を申し上げます。 

学校においては、「変革者たれ」という「建学の精神」のもと、「自立」「協働」「創造」を

校訓として、未来を創造する先進的な教育活動を推進しています。 

 ○ 双葉郡の復興や全国世界に貢献する人材を育成する「未来創造型教育」を展開 

１．ふるさと創造学～地域の課題に向き合う 

困難な課題が山積する現実社会での課題解決型学習、アク

ティブ・ラーニングを中心にして、新しいタイプの授業を展

開しています。生徒達は７名のグループに分かれ、町役場、

商店、東京電力等を訪ね、地域の現状を調査し、復興に向け

て地域が抱えている課題を演劇で表現しました。多面的に復

興の課題を見つめ、自らの言葉で語ることは、今後の学習の

土台であり、今後 SGH の枠組みの中で、生徒自ら復興のプ

ロジェクトを企画・実施していきます。 

２．スーパーグローバルハイスクール（ＳＧＨ）～海外へ飛び出す 

生徒の代表７名が夏期休業中に、チェルノブイリ原発事故の被害を受けたベラルーシを訪

問し、前述演劇を英訳して演じました。また、帰国後、広野町で行われた国際フォーラム『被

災地・広野町から考える』に登壇し、海外研究者約２０名や地域の方々に向けて、演劇を披

露するとともに地域の復興に向けた意見交換を行いまし

た。また、８月にはジーナ・マッカーシー米国環境保護庁

長官を迎え、意見交換を行いました。長官からは強く感銘

を受けたとのコメントがありました。また、ＳＧＨでの取

り組みでは、米国に先立ち、１月にタイ（現地法人や大学

生と交流）及びドイツ（環境先進都市フライブルク等）へ

生徒を派遣しました。 
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３．未来創造～全国の先進地域と共に 

将来生じる少子高齢化や環境問題等の全国の課題を学

び、復興を超えた持続可能な地域作りを構想しています。今

後授業内のグループ研究でさらに構想を深めるとともに地

域で実践し、平成２９年に自ら国際会議を企画・実践して提

言を発信します。 

また、夏期休業中は県内の地熱発電所や、新潟県十日町市

等で行われた「越後妻有大地の芸術祭」を訪問し、様々な形

での地域活性化事例を視察しました。 

９月には島根県海士町のＳＧＨ校、隠岐島前高校生が本

校寮に２泊の日程で来校し、合同で双葉郡内をフィールド

ワークし、それぞれの地域の活性化について意見交換を行

いました。 

２月には、広島研修を行います。 

 

〇 地域と共に 

１．地域の皆さんと盛り上がった文化祭 

  生徒たちは、スポーツ、祭り、ドラマ、アートの４グル 

ープに分かれて、「今ここにあるリソース（地域資源）」を 

最大限に活用して、未来にあるとよいと思う「新しいスポ 

ーツ」、「新しい祭り」など、新しい価値創出に取り組み、 

その成果を、１１月３日の「双来祭」で発表しました。生 

徒たちの学びは自分たちで完結するものではなく、地域と 

共に、世界と共にあることを示しました。        新たこやき「ふたばエイト」 

２．双葉郡内の高校、中学校等との連携 

来年度末に休校となる双葉郡内のサテライト高校５   

校の生徒会に働きかけ、交流会を継続的に実施していま    

す。生徒の発案で、１０月に行われた双葉郡８町村の祭 

り「ふたばワールド in ならは２０１５」で合同ブース 

を出展し、地域に各校の取り組みや復興への想いをアピ 

ールしました。また、双葉郡内の中学校とは８月に交流   

会を実施するなど、ふるさと創造学で連携しています。 

  

○ 生徒達の学びを支える取り組み 

１．ふたばの教育復興応援団による授業 

平田オリザさんによる演劇の授業に続き、８月には宇宙飛行士の山崎直子さん、箭内道彦さ

ん、９月には林修さん、１０月は４つのゼミ※を開講し、生徒たちが地域の課題を乗り越え
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るプロジェクトを企画実践し、１１月の学園祭で地域に向けて発表しました。   

* 宮田亮平学長「アートの力」、為末大さん「スポーツの力」、 

箭内道彦さん「祭りの力」、平田オリザさん「ドラマの力」の４テーマ 

そのほかに、前期は、三島長陵校舎、猪苗代校舎も含めた全

校生の宿泊学習において小泉進次郎さんを迎えて意見交換を

行いました。 

 

２．ＩＣＴ（情報技術）の活用   

   生徒全員がタブレットを持って授業を受けるなど情報技術を積極的に活用しています。 

 

３．大学生による学習支援 

個に応じたきめ細やかな指導を行うため、中間／期末考査

前 10 日間にわたって、10 名以上の教職を目指す福島大学や

慶応、早稲田などの大学生が寄宿舎に泊まり込み、生徒の学

生を支援してくれました。 

 

４．徹底的な個別指導 

英数国は各クラスを習熟度別に分け授業を展開しています。そのほか、進路希望に応じて、

放課後や朝の課外授業もさかんに行っています。 

 

５．立志寮 

 自宅からの通学が困難な生徒のための寮です。エアコンつきの 2 人部屋で、 

とてもおいしい食事 3 食付きで月 35000 円（平成 27 年度の月額）です。 

 


